
別
表
第
三
第
三
項
二
十
五
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
五

削
除

二
十
五

削
除

別
表
第
三
第
三
項
第
三
十
七
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
七
の
二

第
七
条
の
三
第
一

項
第
一
号
の
二
の
地
盤
面
下
に

高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
し
た
室

の
構
造
等

三
十
七
の
二

地
盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
し
た
場
合
の
地

盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
し
た
室
の
上
部
構
造
を
目
視
に

よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
か
つ
、
漏
え
い
し

た
ガ
ス
の
滞
留
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
室
に
講
じ
た
措
置
の
状

況
を
目
視
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
七
の
三

第
七
条
の
三
第
一

項
第
一
号
の
三
の
液
化
水
素
の

貯
槽
を
設
置
し
た
室
の
防
水
措

置

三
十
七
の
三

液
化
水
素
の
貯
槽
を
設
置
し
た
室
の
防
水
措
置
の
状

況
を
目
視
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
七
の
四

第
七
条
の
三
第
一

項
第
一
号
の
四
の
貯
槽
内
の
液

化
水
素
の
温
度
上
昇
防
止
の
措

置

三
十
七
の
四

貯
槽
内
の
液
化
水
素
の
温
度
が
上
昇
し
な
い
よ
う
な

措
置
の
状
況
を
目
視
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

別
表
第
三
第
三
項
第
五
十
二
号
の
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
二
の
四

第
七
条
の
三
第
一

項
第
十
六
号
の
圧
縮
機
と
圧
縮

ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る
場
所

等
と
の
間
の
障
壁

五
十
二
の
四

圧
縮
機
と
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
を
有
す
る

圧
縮
ガ
ス
を
充
塡
す
る
場
所
又
は
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
の
容
器

置
場
と
の
間
に
設
置
さ
れ
た
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
二
の
五

第
七
条
の
三
第
一

項
第
十
七
号
の
水
電
解
水
素
発

生
昇
圧
装
置
に
講
じ
た
爆
発
、

漏
え
い
、
損
傷
等
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

五
十
二
の
五

水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
に
講
じ
た
爆
発
、
漏
え

い
、
損
傷
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

別
表
第
三
第
三
項
第
五
十
三
号
の
三
を
同
表
第
三
項
第
五
十
三
号
の
四
に
、
同
表
第
三
項
第
五
十
三
号
の
二
を
同

表
第
三
項
第
五
十
三
号
の
三
に
改
め
、
同
表
第
三
項
第
五
十
三
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
三
の
二

第
七
条
の
三
第
二

項
第
一
号
で
準
用
す
る
同
条
第

一
項
各
号
の
検
査
項
目
の
う
ち

第
三
十
七
号
の
二
か
ら
第
三
十

七
号
の
四
ま
で
及
び
第
五
十
二

号
の
五
に
掲
げ
る
も
の

五
十
三
の
二

第
三
十
七
号
の
二
か
ら
第
三
十
七
号
の
四
ま
で
及
び

第
五
十
二
号
の
五
に
掲
げ
る
保
安
検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行

う
。

別
表
第
三
第
三
項
第
八
十
四
号
の
項
中
「
の
障
壁
」
を
「
の
障
壁
等
」
に
改
め
、「
検
査
す
る
。」の
下
に
「
な
お
、

圧
縮
機
又
は
蓄
圧
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
が
、
同
一
の
筐
体
内
に
配
置
さ
れ
、
当
該
筐
体
の
外
面
の
構
造
に
よ
り
有

効
に
保
護
さ
れ
て
い
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。」を
加
え
、
同
表
第
三
項
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
の
２

製
造
設
備
が
移
動
式
製
造

設
備
で
あ
る
製
造
施
設

一

第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
特

定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
の

消
火
設
備

一

特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目

視
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
の
通
る
」
を
「
が
通
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
該
当
す
る
も
の
」
の
下
に「（
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
ィ
ン
千
二
百
三
十
四
ｙ
ｆ
及
び
フ
ル

オ
ロ
オ
レ
フ
ィ
ン
千
二
百
三
十
四
ｚ
ｅ
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
じ
よ
限
量
が
百
万
分
の
二
百
以
下

の
も
の
」
を
「
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
物
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
可
燃
性
の
も
の
」
を
「
可
燃
性
ガ
ス
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
第
二
十
二
号
中
「
不
活
性
ガ
ス
」
の
下
に「（
特
定
不
活
性
ガ
ス
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二

十
九
号
中
「
可
燃
性
ガ
ス
」
の
下
に
「
又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
」
を
加
え
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
酸
素
又
は
不
活

性
ガ
ス
」
を
「
不
活
性
ガ
ス
（
特
定
不
活
性
ガ
ス
を
除
く
。）又
は
酸
素
」
に
、「
及
び
毒
性
ガ
ス
」
を
「
、
毒
性
ガ
ス

及
び
特
定
不
活
性
ガ
ス
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
号
中
「
不
活
性
ガ
ス
に
よ
り
」
を
「
不
活
性
ガ
ス
（
特
定
不
活
性

ガ
ス
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
七
号
中
「
可
燃
性
ガ
ス
」
の
下
に

「
及
び
特
定
不
活
性
ガ
ス
」
を
加
え
、
同
項
第
五
十
一
号
中
「
可
燃
性
ガ
ス
」
の
下
に
「
又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
」

を
加
え
、
同
項
第
五
十
三
号
中
「
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
毒
性
ガ
ス
」
を
「
、
毒
性
ガ
ス
（
経
済
産
業
大
臣

が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
」
に
改
め
、
同
項
第
五
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。五

十
四
の
二

特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
、
適
切
な
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に

設
け
る
こ
と
。

三
の
二

特
定
不
活
性
ガ
ス

不
活
性
ガ
ス
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
ィ
ン
千
二
百
三
十
四
ｙ
ｆ

ロ

フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
ィ
ン
千
二
百
三
十
四
ｚ
ｅ

ハ

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
三
十
二

第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
中
「
イ
か
ら
ト
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
チ
ま
で
」
に
改
め
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

チ

水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
（
水
の
電
気
分
解
に
よ
り
水
素
及
び
酸
素
を
発
生
し
、
か
つ
、
発
生
し
た
水

素
の
み
の
圧
力
を
上
昇
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

Q
15 ＝
W

15 ×
24

第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
備
考
中
「
及
び
Q14
」
を
「
、
Q14
、
Q15
及
び
W15

」
に
改
め
、同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Q15

水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位

立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

W15

水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
の
能
力
の
数
値
（
水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
の
能
力
は
、
水
電
解
水
素
発

生
昇
圧
装
置
の
性
能
曲
線
に
お
け
る
最
大
稼
働
し
た
場
合
の
水
素
製
造
量
の
値
と
す
る
。）（
単
位

立
方

メ
ー
ト
ル
毎
時
）

第
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
次
の
図
に
お
け
る
」
を
削
り
、「
じ
よ
限
量
が
百
万
分
の
一
以
下
の
毒
性
ガ
ス
に
あ
つ

て
は
L１
、
百
万
分
の
一
を
超
え
百
万
分
の
五
十
以
下
の
毒
性
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
L２
、
百
万
分
の
五
十
を
超
え
百
万
分

の
二
百
以
下
の
毒
性
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
L３
に
よ
つ
て
表
さ
れ
る
距
離
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）」を
「
次
に
掲
げ
る
算
式

に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
」
に
改
め
、
ロ
中
の
図
を
削
り
、
ロ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

０
≦
Ｘ
＜
1000の

場
合
Ｌ
＝
70＋
４

10

1000≦
Ｘ
＜
10000の

場
合
Ｌ
＝
70＋

２５

Ｘ

10000≦
Ｘ
の
場
合
Ｌ
＝
110

第
五
条
第
一
項
第
四
号
ロ
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、
Ｌ
及
び
Ｘ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｌ

ガ
ス
設
備
の
外
面
か
ら
保
安
物
件
ま
で
の
距
離
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

Ｘ

貯
蔵
能
力
（
単
位

圧
縮
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
立
方
メ
ー
ト
ル
、
液
化
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
又

は
処
理
能
力
（
単
位

立
方
メ
ー
ト
ル
）

第
五
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
（
可
燃
性
ガ
ス
」
を
「
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性

ガ
ス
の
製
造
設
備
（
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
性
不
活
性
ガ
ス
」
に
、「
若
し
く
は
可
燃
性
ガ
ス
」
を
「
若
し
く
は
可
燃
性

ガ
ス
若
し
く
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
と
同
等
の
安
全
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。


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